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会 報

加盟園の皆様からのご紹介をお待ちしています。

ぜひ県連事務局へご連絡下さい。

賛助会員を広く募集しています

Pride of KANAGAWAPride of KANAGAWA

令和７年11月12日に、神奈川県庁本庁舎「正庁」におい

て令和７年度神奈川県私立学校教育功労者表彰の表彰式

が行われました。心よりお祝い申し上げます。

永年に亘り教育に尽力されたご功

績により秋の叙勲において瑞宝小

綬章の栄誉に浴されました。

心よりお祝い申し上げます。

池 田 　 清 先生

学校法人池田学園 理事長
ふじがおか第二幼稚園 園長

ふじがおか幼稚園 設置者・園長

黛 　 裕 治 先生

学校法人黛学園 理事長

清心幼稚園 園長

解説　　神奈川県私立学校教育功労者表彰とは
私立学校教育の振興を図るため、知事所轄の私立学校の教職員、校長、園長、理事

長及び設置者として、他の模範となる特に顕著な功績をあげた方に贈られます。

解説
　　瑞宝小綬章とは
日本の勲章制度の一つで、国や地

方公共団体の公務などで長年にわ

たり功績を挙げた人に贈られます。

新規賛助会員NEW

〒210-0005 神奈川県川崎市川崎区東田町1番地2 いちご川崎ビル6Ｆ　Tel.044-230-0101

株式会社プレジャー
取扱：幼稚園改修事業（床・園庭・トイレ・厨房等）

株式会社アルプスビジネスクリエーション

お客様の期待を上回る

価値を提供します。

外壁防水

扉などの修理

電気・エアコン修理

事業内容

〒223-0057 横浜市港北区新羽町1767

TEL 045-543-4796

建物のお困りごとを解決します。ご相談下さい！

協　　会　　名

公益社団法人横浜市幼稚園協会

公益社団法人川崎市幼稚園協会

横須賀市私立幼稚園・認定こども園協会

特定非営利活動法人藤沢市私立幼稚園協会

鎌倉私立幼稚園協会

茅ヶ崎市私立幼稚園協会

湘央地区私立幼稚園協会

小田原私立幼稚園協会

相和私立幼稚園協会

一般社団法人相模原市幼稚園・認定こども園協会

逗葉私立幼稚園協会

厚木地区私立幼稚園協会

計

園数

240

82

29

29

19

14

39

12

27

44

5

19

559

園児数

30,153

11,223

2,763

4,106

1,949

2,146

4,829

1,047

3,611

5,928

495

2,234

70,484

前年度園児数

32,707

12,354

3,093

4,388

2,074

2,302

5,114

1,148

3,812

6,227

523

2,387

76,129

前年度比

2,554

1,131

330

282

125

156

285

101

201

299

28

153

5,645

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

令和７年度 神奈川県連合会加盟園数・園児数

県連設立　1948年（昭和23年)

　今年度は講師に当連合会の法律相談　顧問弁護士・西村将樹氏をお

迎えし、『共同親権について（仮）』。また東京大学大学院教育学研究科

附属発達保育実践政策学センター（CEDEP）特任教授・野澤祥子先生よ

り、『長時間保育と問題行動（仮）』について大事なお話を伺う予定です。

研修会後は意見交換会も予定しております。

　皆様のご参加をお待ちしております！

日　　時　令和８年１月31日（土）　13：30～17：00予定
★17：30～同会場で意見交換会を予定しています。

会　　場　ロイヤルホールヨコハマ
対　　象　加盟園 設置者・園長ならびに後継者、またはこれに準ずる者
募集人数　100名　　
参 加 費　１名　10，000円 （資料代、意見交換会参加費を含む）

　　　詳細・お申込みは『ゆたかなまナビ』からお願いします。

主　催／一般財団法人神奈川県私立学校教育振興会
実　施／公益社団法人神奈川県私立幼稚園連合会　

令和７年度 幼稚園教育経営研修会のご案内

〒220-0012

横浜市西区みなとみらい4丁目4番2号

横浜ブルーアベニュー２階

TEL.045-671-9654

法律相談 R&G横浜法律事務所

民法の改正

　婚姻中の父母に認められている共同親権を離婚後も可能にする民法

改正が来年４月１日に施行されることが閣議決定されました。施行後

は離婚時に協議して単独または共同親権とするかを決めることになり、

協議が成立しなければ家庭裁判所が子の利益の観点から判断します。

施行日前に離婚した場合でも親権者の変更を申し立て、裁判所の判断

時期が施行日以降であれば単独から共同親権への変更も可能となりま

す。また、離婚した際に取り決めがなくても子を養育する親が相手に

暫定的な養育費を請求できる法定養育費制度も新設され、法務省はそ

の額について子1人あたり月２万円とする案を示しており、この制度

も来年４月１日から始まります。

県連窓口担当

西 村 将 樹 弁護士

和 田 嘉 明 先生

学校法人和田学園
柏幼稚園 理事長

電話・ホームページから事務局へ

申し込みください。

TEL.045-440-3210
http://www.shinshiyou.com

相談の申し込み

教育相談員

鈴 木 敦 子 先生
（臨床発達心理士）

教育相談 相談の申し込み

　天井からカーテンが下がり、タッセルでひとまとめにしてあればぶ

ら下がりたくなります。でも大目に見られるのは年少さんくらいでし

ょうか。今小学校での着替えは男女別室です。それがかなわない場合

は教室の真ん中にカーテンを引くようになっています。そのカーテン

が魅力的で小学校2年生の女子がぶら下がっていました。天井の金具

が数個取れています。当然注意されますが、止まりません。担任教諭

は次の手として席替えをしました。仲よしがカーテン近くの席なので

吸い寄せられ、近づけばついぶら下がりたくなります。自力で行動コ

ントロールが難しい子どもには本児を厳しく叱責せず、誘引となって

いる友達の席を移動させる、このような環境設定が非常に重要です。

カーテンにぶら下がる

－言い聞かせない支援方法－

令和７年度 神奈川県私立学校教育功労者表彰

瑞宝小綬章

工 藤 誠一 先生

学校法人 聖マリア学園 理事長

聖光学院中学校高等学校 校長

さゆり幼稚園 園長

I N D E X

2 / 3

4 / 5

6

7

8

第39回 全日本私立幼稚園連合会 関東地区代表者協議会神奈川大会

第38回 全日本私立幼稚園連合会　関東地区教員研修茨城大会

第40回 全日本私立幼稚園連合会　設置者・園長全国研修大会

2025年度 神奈川県私立幼稚園父母の会連合会 研修大会

研究研修部　活動報告　２年間のまとめ
研究特別Ａ部会／研究特別Ｂ部会

Pride of KANAGAWA

法律相談／教育相談／新規賛助会員紹介

委員会紹介
施設型給付園委員会／102条園委員会

『持続可能な経営を目指し～幼稚園だからこその強みを活かして～』

　　　講師 堀 　潤 氏

子どもたちを危うい情報から守るために必要なこと
～ネットリテラシーを親子で語るために～
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第
38
回 

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会 

関
東
地
区
教
員
研
修
茨
城
大
会

令
和
７
年
８
月
４
日
・
５
日
開
催

大
会
テ
ー
マ

一
人
ひ
と
り
の「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
」を
ま
も
る
質
の
高
い
幼
児
教
育
を

～
社
会
全
体
で
つ
む
ぎ 

未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
～

テ
ー
マ
①
「
令
和
８
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て
」

講
師
　
石 

田 

善 

顕 

氏
（
文
部
科
学
省
　
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
長
）

テ
ー
マ
②
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て
」

講
師
　
出 

口 

貴 

史 

氏
（
こ
ど
も
家
庭
庁
　
成
育
局
保
育
政
策
課
　
課
長
補
佐
）

テ
ー
マ
「
小
栗
上
野
介
と
横
須
賀
製
鉄
所
―
横
須
賀
１
番
物
語
―
」

講
師
　
山 

本 

詔 

一 

氏
（
横
須
賀
開
国
史
研
究
会
　
会
長
）

テ
ー
マ
「
そ
の
避
難
訓
練
形
骸
化
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
―
防
災
を〝
教
育
〟に
変
え
る
園
経
営
戦
略
―
」

講
師
　
大 

木 
聖 
子 

氏
（
慶
應
義
塾
大
学
　
環
境
情
報
学
部
　
准
教
授
）

テ
ー
マ
「
各
県
情
報
交
換
会
」

分
科
会
①
　
各
県
行
政
＆
団
体
代
表
者
に
よ
る
情
報
交
換
会

分
科
会
②
　
市
町
村
対
応
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

11月6日（木） 研修Ⅰ11月6日（木） 研修Ⅱ11月7日（金） 研修Ⅲ11月7日（金） 研修Ⅳ

　
分
科
会
②
で
は
、「
県
や
市
町
村
と
の
関
係
性
に
お
け

る
課
題
や
取
り
組
み
を
共
有
し
、
各
県
ご
と
に
行
政
・
議

会
へ
の
提
言
を
ま
と
め
る
」
こ
と
を
目
的
に
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
事
前
に
配
付
し
た
「
協
議
の
流
れ
と
ル
ー
ル
」
に
よ
り
、

参
加
者
が
進
行
意
図
を
理
解
し
た
う
え
で
臨
ん
だ
た
め
、

全
体
と
し
て
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
共
通
課
題
と
県
独
自
課
題
を
整
理
し
、
他
県

の
好
事
例
や
行
政
と
の
協
働
の
工
夫
を
紹
介
し
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
議
論
の

中
で
は
、
職
員
や
幼
児
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
尊
重
す
る
視
点
の
重
要
性
、
そ
し

て
幼
児
教
育
の
理
念
を
国
と
し
て
明
確
に
示
す
「
幼
児
教
育
振
興
法
」
の
策
定
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
機
能
化
の
流
れ
に
対
し
て
は
、
そ
の
目
的
が

本
当
に
子
ど
も
の
育
ち
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
改
め
て
問
い
直
す
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
多
く
の
参
加
者
が
政
策
提
言
シ
ー
ト
を
記
入
し
持
ち
帰
り
、
今
後
の
制

度
改
善
へ
の
意
欲
を
共
有
す
る
有
意
義
な
分
科
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
・
研
究
研
修
部
長
　
永
保
貴
章
）

　
施
設
類
型
が
多
様
化
し
、
新
制
度
へ
の
移
行
が
続
く
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
学
助
成
に
関
す
る
分
科
会
①
へ
の

参
加
者
が
多
い
中
、
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
８
県
の
行
政
・

幼
稚
園
団
体
へ
の
事
前
の
照
会
事
項
に
沿
っ
て
、
ま
ず
は

行
政
各
担
当
者
よ
り
、「
経
常
費
等
補
助
金
」「
預
か
り
保

育
・
子
育
て
支
援
補
助
金
」「
特
別
支
援
補
助
金
」「
物
価
高
騰
に
対
す
る
助
成
金
」「「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
状
況
」「
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
教
諭
等
の
人
材
確
保
支
援
」

「
私
学
助
成
園
の
処
遇
改
善
加
算
」「
県
独
自
の
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
関
す
る
事

業
」
に
つ
い
て
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は

意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
、
各
県
の
私
学
助
成
園
の
状
況
や
助
成
金
と
補
助
金
の
違

い
等
を
共
有
で
き
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
「
幼

稚
園
教
育
が
い
か
に
大
切
か
、
人
格
形
成
時
の
幼
稚
園
の
大
切
さ
、
幼
稚
園
と
保
育
園

の
違
い
と
は
何
か
、
私
学
の
良
さ
と
強
み
を
維
持
継
続
す
る
た
め
に
、
今
、
見
直
す
べ

き
点
を
見
直
し
皆
が
一
丸
と
な
り
発
信
し
て
い
く
事
が
大
事
」
と
の
関
東
地
区
会
・
角

谷
会
長
の
言
葉
を
心
強
く
感
じ
る
研
修
会
で
し
た
。（

文
責
・
広
報
委
員
会
　
鈴
木
砂
織
）

　
今
回
の
大
会
は
初
の
開
催
地
、
横
須
賀
で
実
施
さ
れ
、

研
修
Ⅱ
で
は
地
元
の
山
本
詔
一
氏
よ
り
、
ペ
リ
ー
来
航
に

よ
っ
て
様
々
な
恩
恵
が
横
須
賀
か
ら
発
信
さ
れ
て
き
た
事

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
ペ
リ
ー
の
黒
船
が
久
里
浜
海
岸
に
着
岸
し
た
理
由
と
、

ペ
リ
ー
が
大
統
領
親
書
を
海
兵
隊
と
軍
楽
隊
を
伴
い
浦
賀
奉
行
に
渡
す
様
子
で
の
海
兵

隊
行
進
の
「
美
し
さ
」「
器
用
さ
」
を
見
た
武
士
た
ち
は
、
従
来
の
「
ナ
ン
バ
歩
き
」

か
ら
西
洋
風
へ
と
変
え
た
こ
と
。
そ
の
後
、
江
戸
幕
府
は
小
栗
上
野
介
の
強
い
要
望
に

よ
り
日
本
に
造
船
所
を
開
く
の
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
の
全
面
協
力
を
得
た
が
、
先

ず
船
造
り
に
は
鉄
が
必
要
不
可
欠
の
た
め
、
造
船
所
よ
り
製
鉄
所
の
着
工
を
優
先
し
、

日
本
人
を
雇
用
し
た
こ
と
で
の
新
し
い
生
活
変
化
の
１
つ
目
と
し
て
、
メ
ー
ト
ル
法
を

理
解
し
使
い
こ
な
す
様
に
な
り
ま
し
た
。
２
つ
目
は
記
録
写
真
を
残
す
こ
と
に
よ
り
建

築
進
行
の
確
認
が
後
で
も
見
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
３
つ
目
は
西
洋
時
間
の
導
入

で
時
間
へ
の
理
解
や
労
働
者
に
新
し
い
生
活
習
慣
の
流
れ
を
教
え
、
最
初
の
時
計
台
も

設
置
し
ま
し
た
。
４
つ
目
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
習
慣
で
あ
っ
た
日
曜
日
休
み
を
日
本

に
定
着
さ
せ
た
。
５
つ
目
は
月
給
制
度
に
よ
り
纏
ま
っ
た
賃
金
が
支
払
わ
れ
収
入
が
安

定
し
ま
し
た
。
６
つ
目
は
雇
用
前
の
健
康
診
断
の
実
施
や
、
施
設
内
に
無
料
診
療
所
の

開
設
。
７
つ
目
は
希
望
に
て
工
場
内
の
学
校
に
入
り
、
機
械
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
等
、
多
く
の
新
し
い
―
横
須
賀
１
番
物
語
―
を
お
聞
き
で
き
た
研
修
で
し
た
。

(

文
責
・
広
報
委
員
会
副
委
員
長
　
近
藤
康
弘)

　
研
修
Ⅰ
で
は
、
国
の
最
新
動
向
を
学
ぶ
２
つ
の
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
「
令
和
８
年
度
概
算
要
求
」
で
は
、

幼
児
期
と
小
学
校
を
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
ぐ
た
め
の
取
り
組

み
が
強
化
さ
れ
、
助
成
や
調
査
研
究
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
耐
震
な

ど
の
整
備
が
進
む
予
算
見
通
し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
特
別

支
援
や
医
療
的
ケ
ア
、
人
材
確
保
に
も
重
点
が
置
か
れ
、

園
運
営
を
支
え
る
施
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
続
く
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
で
は
、
０
～
２
歳
の
子
ど
も
が
、
保
護
者
の
就

労
要
件
等
に
関
係
な
く
、
月
一
定
時
間
ま
で
通
園
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
改
め
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
認
定
こ
ど
も
園
だ
け
で
な
く
、
幼
稚
園
で
も
実
施
で
き
、
利
用
の

予
約
や
利
用
時
間
の
管
理
は
共
通
シ
ス
テ
ム
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
シ
ス
テ
ム
は
令
和

７
年
度
に
先
行
ス
タ
ー
ト
）。
利
用
枠
や
受
け
入
れ
方
法
は
園
ご
と
に
設
計
で
き
、
支

援
が
必
要
な
家
庭
の
孤
立
防
止
に
も
つ
な
が
る
制
度
と
し
て
意
義
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
研
修
も
「
地
域
で
子
ど
も
と
家
庭
を
支
え
る
」
と
い
う
視
点
を
共
有
し
、

今
後
の
園
運
営
に
関
わ
る
大
切
な
情
報
を
得
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
・
研
究
研
修
部
次
長
　
古
木
大
悟
）

　
本
研
修
で
は
、
大
木
聖
子
准
教
授
よ
り
「
未
就
学
児
へ

の
防
災
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
幼
児
期
か
ら
の
安
全
教
育
を
「
防
災
・
交
通
安
全
・
生

活
安
全
」
の
三
本
柱
と
し
て
再
構
成
し
、
教
育
現
場
と
設

置
者
双
方
の
視
点
か
ら
体
系
的
に
整
理
。
能
登
半
島
地
震

な
ど
の
実
例
を
踏
ま
え
、
発
災
前
に
把
握
す
べ
き
「
地
域
・
施
設
・
人
の
三
つ
の
脆
弱

性
」
や
、
耐
震
化
施
設
に
お
け
る
屋
内
待
機
（
と
ど
ま
る
避
難
）
の
有
効
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
従
来
の
「
速
や
か
な
校
庭
避
難
」
偏
重
訓
練
の
危
険
性
を
科
学
的
に
検
証

し
、
余
震
下
で
の
安
全
確
保
を
重
視
す
る
訓
練
設
計
の
必
要
性
を
指
摘
。
幼
児
に
は
ダ

ン
ス
や
紙
芝
居
「
ゆ
う
ど
う
く
ん
」
な
ど
の
教
材
を
通
し
て
恐
怖
を
和
ら
げ
、
自
ら
命

を
守
る
行
動
を
育
む
実
践
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
職
員
研
修
で
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
行
動
傾
向
を
踏
ま
え
た
「
想
定
外
の
想
定

内
化
」
や
カ
ー
ド
訓
練
を
推
奨
し
、
保
護
者
と
の
協
働
に
よ
る
〝
命
を
守
り
抜
く
文

化
〟
の
醸
成
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

（
文
責
・
研
究
研
修
部
　
佐
伯
妙
有
）

　
毎
年
こ
の
時
期
に
関
東
地
区
会
（
群

馬
・
栃
木
・
茨
城
・
埼
玉
・
新
潟
・

千
葉
・
山
梨
、
そ
し
て
神
奈
川
の
８

県
）
の
団
体
代
表
者
が
集
い
、
各
地

区
の
諸
問
題
や
振
興
策
に
つ
い
て
各

県
行
政
担
当
者
を
交
え
、
協
議
し
学

ぶ
標
記
の
協
議
会
。
今
年
は
横
須
賀

市
で
の
開
催
と
な
り
、
１
０
０
名
を

超
え
る
参
加
者
が
集
う
中
、
黒
岩
祐

治
神
奈
川
県
知
事
、
長
田
進
治
神
奈

川
県
議
会
議
長
、
上
地
克
明
横
須
賀

市
長
に
も
お
越
し
頂
け
て
、
盛
大
な

会
合
と
な
り
ま
し
た
。

　
『
持
続
可
能
な
経
営
を
目
指
し
～

幼
稚
園
だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
を
活
か

し
て
～
』
を
テ
ー
マ
に
、
文
部
科
学

省
・
石
田
善
顕
幼
児
教
育
課
長
に
よ

る
「
令
和
８
年
度
概
算
要
求
」
、
こ

ど
も
家
庭
庁
・
出
口
貴
史
保
育
政
策

課
長
補
佐
か
ら
は
「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」
の
お
話
を
。
ま
た
地
元

歴
史
研
究
家
・
山
本
詔
一
氏
に
よ
る

ご
当
地
横
須
賀
の
歴
史
講
話
に
も
一

同
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
翌
日
は
慶
應

義
塾
大
学
・
大
木
聖
子
准
教
授
に
よ

る
防
災
訓
練
に
つ
い
て
の
実
に
興
味

深
い
お
話
を
伺
い
、
最
後
に
各
行
政

担
当
者
を
含
め
た
協
議
会
や
、
新
制

度
移
行
園
を
中
心
に
市
町
村
単
位
で

の
意
見
交
換
会
も
行
い
ま
し
た
。
協

議
の
場
で
は
兎
角
意
見
で
対
峙
し
や

す
い
私
立
幼
稚
園
と
行
政
で
す
が
、

他
県
関
係
者
か
ら
の
行
政
へ
の
質
問

の
回
答
の
際
、
同
県
幼
稚
園
関
係
者

が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
場
面
が
み
ら
れ
る

等
、
県
単
位
で
の
信
頼
関
係
の
伺
え

る
場
面
に
も
出
会
え
ま
し
た
。

　
日
米
の
軍
港
を
眼
下
に
望
む
横
須

賀
で
の
開
催
は
、
多
く
の
参
加
者
に

お
楽
し
み
頂
け
た
様
で
、
運
営
担
当

者
と
し
て
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。
各

事
務
局
を
は
じ
め
、
お
力
添
え
を
頂

い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

（
文
責
・
総
務
部
長
　
鈴
木
豊
司
）

開催日：令和７年11月6日（木）・7日（金）　

会　場：メルキュールホテル横須賀

第39回 全日本私立幼稚園連合会関東地区代表者  協議会神奈川大会

協議テーマ『持続可能な経営を目指し　～幼稚園だからこその強みを活かして～』

　
今
年
度
の
関
東
地
区
大
会
は
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
つ
く

ば
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
１
日
目
は
メ
イ
ン
ホ

ー
ル
。
２
日
目
は
会
議
室
を
利
用
し
て
各
分
科
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
１
日
目
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ハ
ル
キ
ウ
市
出
身
の
チ

ェ
ロ
奏
者
グ
リ
ブ
・
ト
ル
マ
チ
ョ
ヴ
氏
に
よ
る
、
遠
く
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
追
わ
れ
故
郷
へ
の
思
い
を
込
め
た
演
奏
を
鑑

賞
い
た
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
遠
藤
利
彦
先
生
（
東
京
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
教
授
）
に
よ
る
『
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
拓
く

子
ど
も
の
未
来
～
「
安
心
と
挑
戦
の
循
環
」
を
支
え
促
す

こ
と
の
大
切
さ
～
』
の
タ
イ
ト
ル
で
講
演
が
あ
り
、
日
本

で
は
２
～
３
割
、
欧
米
で
は
７
割
を
超
え
る
割
合
で
「
発

達
の
問
題
で
は
な
い
障
害
」
に
苦
し
ん
で
い
る
方
（
愛
着

障
害
）
が
お
り
、
そ
れ
が
増
え
て
い
る
状
況
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
乳
幼
児
期
に
一
番
近
く
で
関
わ
っ
て
く
れ
る
人
の

存
在
が
心
と
身
体
の
健
康
に
と
て
も
大
き
な
影
響
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
乳
幼
児
期
に
ど
の
様
に
育
て
ら
れ
た
か
、
ど

の
様
な
家
庭
で
あ
っ
た
か
の
縦
断
研
究
が
21
世
紀
新
生
児

（
６
万
人
）
を
対
象
に
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
文
部

科
学
省
と
東
京
大
学
・
発

達
保
育
実
践
政
策
学
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｐ
）
に
よ

る
『
幼
児
教
育
に
関
す
る

大
規
模
縦
断
調
査
』
が
５

年
間
の
２
年
目
に
入
り
、「
幼
児
教
育
・
保
育
が
そ
の
後

の
子
ど
も
の
育
ち
に
長
期
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
そ

し
て
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
子
ど
も

の
よ
り
良
い
育
ち
に
寄
与
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
」

た
め
の
調
査
が
継
続
中
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
２
日
目
の
分
科
会
で
は
14
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ
り
、
神

奈
川
県
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
『
一
人
ひ
と
り
の
「
よ
さ
」
が

輝
く
園
を
目
指
し
て
～
私
た
ち
の
チ
ー
ム
作
り
奮
闘
記
～
』

を
担
当
し
ま
し
た
。
助
言
講
師
に
若
月
芳
浩
先
生
（
玉
川

大
学
教
授
）
を
迎
え
、
事
例
発
表
を
担
当
頂
い
た
澤
井
陽

平
先
生
（
新
大
船
幼
稚
園
）、
嶋
田
知
子
先
生
（
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
う
わ
ま
ち
幼
稚
園
）
か
ら
の
赤
裸
々

な
奮
闘
記
を
題
材
に
、
園
内
で
保
育
者
が
や
る
気
を
持
っ

て
日
々
の
保
育
に
取
り
組
み
、
個
人
と
し
て
も
、
園
と
し

て
も
保
育
の
質
向
上
に
つ
い
て
変
革
を
も
た
ら
す
難
し
さ

と
、
そ
の
困
難
に
取
り
組
ん
だ
結
果
に
つ
い
て
も
共
有
い

た
し
ま
し
た
。

（
文
責
・
副
会
長
　
石
渡
宏
之
）
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11/26（水）リーダー育成塾 ようちえん会館
ECEQ〇Ｒ コーディネーター

　　　　　 阿部　能光 先生

先生の主体性ってなんやねん？
～トップリーダーもミドルリーダーも
　　　　　　　　主体のチームづくり～

38名

 9/25（木）リーダー育成塾 ようちえん会館

社会保険労務士法人
ワーク・イノベーション

　　代表　 菊地加奈子 先生

「これからの法人における働きが
いのある組織づくりのために」

36名

10/22（水）
新規採用教員研修会

第 4 回

アサンテ スポーツ
パーク（神奈川県立
スポーツセンター）

東京女子体育大学講師

　　　　　 堀内　亮輔 先生
「幼児の運動遊び」 81名

 9/24（水）
保育教諭向け小児食物

アレルギー研修会

①ようちえん会館
②オンデマンド
　（ZOOM）

国立成育医療研究センター
総合アレルギー科診療部長

　　　　 福家　辰樹 先生

小児食物アレルギーの基礎
知識と緊急時対応を学ぶ

① 11名

②168名

研 修 会 報 告

開催日 研　修　名 会　　場 講　　　師 テ　　ー　　マ 参加者数

研究研修部主催

　
Ｂ
部
会
で
は
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の

佐
伯
胖
先
生
を
お
招
き
し
、「
保
育
に
つ

い
て
、
原
点
か
ら
考
え
て
み
る
」
と
い
う
視
点
の
も
と
、

年
間
６
回
（
２
年
間
で
計
12
回
）
に
わ
た
り
、
保
育
事
例

を
持
ち
寄
っ
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
佐
伯
先
生
か
ら
は
、

そ
の
つ
ど
、
深
い
視
点
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
森
本
壽
子
先
生
が
、

現
場
で
の
実
践
に
結
び
つ
く
よ
う
に
と
、
ご
自
分
の
保
育

経
験
を
交
え
な
が
ら
具
体
的
な
説
明
を
さ
れ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
、
参
加
者
達
は
、
佐
伯
先
生
の

コ
メ
ン
ト
の
内
容
を
深
く
理
解
し
て
保
育
の
原
点
に
立
ち

返
る
と
共
に
、
改
め
て
、
保
育
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は

何
か
を
確
認
す
る
と
い
う
、
大
変
学
び
の
深
い
研
修
会
に

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
幼
稚
園
教
育
要
領
で
、
幼
稚
園
は
学
校
教

育
の
中
に
あ
る
為
、「
幼
稚
園
は
学
校
教
育
な
ん
だ
。」
と

い
う
よ
う
に
、
私
た
ち
保
育
者
は
捉
え
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
佐
伯
先
生
は
そ
の
捉
え
方
に
対
し
て
一
歩
踏
み
込

ん
で
、「
保
育
は
、
学
校
教
育
と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
？
」

と
の
問
い
を
私
達
に
投
げ
か
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
日
本
の
学
校
は
近
代
化
の
過
程
で
、
富
国
強

兵
の
も
と
決
ま
っ
た
形
を
教
え
込
む
と
い
う
側

面
を
強
く
し
て
成
り
立
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史

的
背
景
か
ら
、
学
校
教
育
は
教
師
側
に
答
え
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
子
ど
も
達
に
教
授
す
る
も
の

と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
考

え
方
で
保
育
を
行
う
と
い
う
の
は
、
ど
う
な
ん

だ
ろ
う
か
？
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
確
か
に
、
保
育
の
現
場
で
は
、
保
育
者
側
か
ら
、
子
ど

も
に
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
望
ま
し
い
姿
を
思
い

描
い
て
環
境
設
定
を
し
、
そ
の
環
境
の
下
で
、
子
ど
も
達

が
自
由
に
遊
び
を
広
げ
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
、
環
境
に
よ
る
保
育
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
為
、
保
育
者
の
考
え
る
望
ま
し
い
状
態
に
達
し

て
ほ
し
い
と
い
う
、
保
育
者
の
願
い
を
も
っ
て
子
ど
も
に

関
わ
る
こ
と
が
教
育
で
あ
る
と
、
い
つ
し
か
、
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
保
育
者
は
、
望

ま
し
い
姿
に
な
っ
て
い
っ
て
も
ら
う
為
に
は
、「
～
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
思
い

を
、
よ
り
強
く
持
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
と
、
佐
伯
先
生
は
、
常
に
私
達
に
問
い

か
け
、
考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
望
ま
し
い
姿
」
と
い
う
も
の
を
考
え
る
時
に
、

保
育
者
は
、
子
ど
も
達
を
か
ご
の
外
か
ら
眺
め
て
し
ま
う

よ
う
に
な
り
、
本
来
の
、「
子
ど
も
が
そ
の
時
に
何
を
思

っ
て
い
る
の
か
、
何
を
し
た
い
の
か
と
い
う
、
大
切
に
す

べ
き
こ
と
」
が
見
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？
「「
子
ど
も
を
み
る
」
の
で
は
な
く
、

「
子
ど
も
か
ら
み
る
」
こ
と
が
大
切
だ
。」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
為
に
は
、

子
ど
も
と
真
に
「
対
話
」
し
て
、
子
ど

も
の
訴
え
を
聴
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

子
ど
も
の
「
訴
え
」
を
聴
く
と
は
、
子

ど
も
の
「
思
い
」
を
丁
寧
に
読
み
取
り
、

子
ど
も
の
「
願
い
」
を
探
り
出
し
て
い

く
姿
勢
が
、
保
育
者
に
は
何
よ
り
も
大

切
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
Ｂ
部
会
の

参
加
者
た
ち
は
、
２
年
間
の
研
修
会
を
通
し
て
、
深
く
心

に
し
み
込
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
考
え
方
は
、「
集
団
の
規
律
の
中
で
育
て
て
い
く

日
本
の
教
育
が
素
晴
ら
し
い
！
」
と
、
世
界
的
に
評
判
に

な
っ
た
日
本
の
映
画
「
小
学
校
～
そ
れ
は
小
さ
な
社
会
～
」

の
山
崎
エ
マ
監
督
が
語
る
、「
個
と
集
団
」「
自
由
と
制
限
」

の
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
示
唆
と
も
通
じ
ま
す
。「
個
か
集

団
か
」「
自
由
か
制
限
か
」
と
い
う
二
分
法
で
人
（
子
ど

も
た
ち
）
を
見
る
の
は
、
外
か
ら
眺
め
て
い
る
見
方
で
あ

り
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
人
と
し
て
、
何
を
考
え
、

ど
の
よ
う
な
願
い
を
持
ち
、
ど
う
生
き
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
を
見
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
、
は
っ
き

り
し
た
二
分
法
的
な
見
方
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
佐
伯
先
生
も
、『
こ
の
こ
と
は
、
保
育
を
考
え
て
い

く
時
の
根
本
的
な
問
題
に
も
通
じ
る
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
日
々

の
保
育
で
は
「
望
ま
し
い
あ
り
よ
う
」
を
常
に
念
頭
に
置

く
こ
と
が
習
慣
化
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
だ
。

子
ど
も
達
が
ど
の
よ
う
に
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
、

何
を
良
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
常
に
子
ど
も
か

ら
見
る
と
い
う
視
点
を
持
ち
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
と
向
き

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。』
と
強
調
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
社
会
の
中
で
の
様
々
な
出
来
事
も
随
時

取
り
上
げ
な
が
ら
、
保
育
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
を
深
く
示

唆
し
て
く
だ
さ
る
佐
伯
先
生
の
研
修
会
は
大
変
貴
重
な
時

間
で
す
の
で
、
今
後
も
、
何
ら
か
の
形
で
佐
伯
先
生
を
お

呼
び
し
て
学
べ
る
研
修
会
を
継
続
し
て
い
け
た
ら
と
、
参

加
者
の
み
な
ら
ず
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
強
く
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

（
文
責
・
研
究
研
修
部
　
久
冨
多
賀
子
）

　
Ａ
部
会
で
は
、
年
間
５
回
の
対
面
研
修

に
加
え
、
実
際
の
子
ど
も
の
姿
か
ら
学
び

を
深
め
る
「
公
開
保
育
」
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園

で
実
践
を
し
な
が
ら
学
び
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
講

師
に
は
和
泉
短
期
大
学
の
松
山
洋
平
先
生
を
お
迎
え
し
、

「
対
話
を
通
し
て
子
ど
も
理
解
を
深
め
る
～
子
ど
も
の
語

り
合
い
、
保
育
を
深
め
合
お
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加

者
50
名
を
超
え
る
保
育
者
と
共
に
、
理
論
と
実
践
を
往
還

し
な
が
ら
探
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 

初
回
の
研
修
で
は
、
近
年
の
保
育
を
取
り
巻
く
大
き
な

変
化
に
つ
い
て
整
理
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ど
も
家
庭
庁
の

発
足
、
こ
ど
も
基
本
法
の
制
定
、
保
育
無
償
化
、
質
の
向

上
へ
の
要
請
、
少
子
化
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
幼

児
教
育
に
求
め
ら
れ
る
視
点
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

松
山
先
生
は
「
い
ま
こ
そ
〝
子
ど
も
主
体
の
質
の
高
い
保

育
〟
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
改
め
て
幼
稚
園
教
育
要
領
の
基
本
に
立
ち
返

り
、
子
ど
も
主
体
の
質
の
高
い
教
育
・
保
育
と
は
何
か
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
根
底
に
は
、
子
ど
も
を
〝
理
解
す

る
〟
ま
な
ざ
し
と
、
他
者
と
〝
対
話
す
る
〟
姿
勢
が
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
姿
を
丁
寧
に
見
取

り
、
そ
の
子
が
何
を
感
じ
、
考
え
、
求
め
て
い
る
の
か
に

心
を
寄
せ
る
こ
と
が
、
保
育
者
と
し
て
の
出
発
点
で
あ
る

と
再
認
識
す
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
「
対
話
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
互
い
の
実
践

や
感
じ
た
こ
と
を
語
り
合
う
場
面
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
の
見
方
や
関
わ
り
を
省
察
し
、
他
者
と
意
見
を
交
わ

す
こ
と
で
、
語
る
人
も
聞
く
人
も
互
い
の
思
い
を
受
け
止

め
、
う
な
ず
き
合
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
松
山
先
生
は

「
保
育
の
質
は
〝
対
話
〟
で
決
ま
る
」
と
強
調
さ
れ
、
共

感
的
に
語
り
合
え
る
場
の
重
要
性
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
回
の
研
修
で
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
子
ど
も
の
興
味
や
問
い
を
も
と
に
し
た
保

育
の
試
み
や
環
境
構
成
の
工
夫
な
ど
、
自
身
の
実
践
を
持

ち
寄
り
ま
し
た
。
そ
の
記
録
を
も
と
に
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
保
育
ウ
ェ
ブ
記
録
を
作
成
し
、
グ
ル
ー
プ
の
仲

間
で
共
有
し
な
が
ら
語
り
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
松
山

先
生
か
ら
は
「
い
い
写
真
を
撮
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、

心
が
動
い
た
瞬
間
を
切
り
取
る
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
日
々
の
小
さ
な
気
づ
き
を
仲

間
と
共
有
し
、
対
話
を
重
ね
る
こ
と
が
、
保
育
の
質
を
確

実
に
高
め
て
い
く
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
１
月
９
日
は
横
浜
市
港
北
区
の
認
定
こ
ど

も
園 

高
木
学
園
附
属
幼
稚
園
で
、
７
月
15
日
は
横
浜
市

旭
区
の
上
白
根
幼
稚
園
で
、
Ａ
部
会
公
開
保
育
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
両
園
の
園
長
先
生
・

副
園
長
先
生
、
な
ら
び
に
現
場
の
先
生
方
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
公
開
保
育
を

通
じ
て
、
実
際
の
子
ど
も
の
姿
や
保
育
の
在
り
方
を
見
つ

め
直
す
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
日
々
の
実
践
で
は
見
過
ご
し
が
ち
な
子
ど
も
の
か
か

わ
り
や
、
環
境
の
工
夫
、
言
葉
掛
け
の
大
切
さ
に
改
め
て

気
づ
い
た
」
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
者
に
と
っ
て
他
園
の
保
育
を
実
際
に
見
る

こ
と
は
、
非
常
に
貴
重
な
学
び
の
場
で
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
は
「
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
場
面
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
と

っ
て
お
き
の
写
真
」
を
共
有
し
な
が
ら
、
保
育
を
客
観
的

に
振
り
返
り
、
互
い
の
実
践
を
語
り
合
う
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
行
い
ま
し
た
。
公
開
保
育
は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り

の
保
育
を
よ
り
深
い
学
び
へ
と
つ
な
げ
る
、
豊
か
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
理
論
と
実
践
を
行
き
来
し
な
が
ら
保
育

を
可
視
化
し
、
対
話
に
よ
っ
て
深
め
て
い
く
往
還
型
の
学

び
が
、
Ａ
部
会
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
共
に
学
び
、
語
り
、

築
き
上
げ
る
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
私
た
ち
保
育
者
自

身
の
専
門
性
も
確
実
に
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。

　
次
年
度
以
降
も
、
互
い
の
実
践
を
持
ち
寄
り
、
共
に
考

え
合
い
な
が
ら
歩
み
を
進
め
て
い
け
る
Ａ
部
会
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
・
研
究
研
修
部
　
小
倉
賢
人
）

研究特別

B
部会

保
育
を
一
生
も
の
の
教
育
と
し
て
み
る

研究特別

A
部会

〝
対
話
〟が
育
む
、理
論
と
実
践
を
つ
な
ぐ
往
還
の
学
び

研
究
研
修
部
　
活
動
報
告

２
年
間
の
ま
と
め

　
今
年
度
は
、
茨
城
県
水
戸
市
の
水
戸
市
民
会
館
で
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演

　
茨
城
県
立
大
洗
高
等
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

　『
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ-

Ｈ
Ａ
Ｗ
Ｋ
Ｓ
』
監
督
　
有
國
　
淨
光
氏

　
平
成
２
年
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
と
し
て
改
称
し
、
ス

ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
『
青
』
と
鋭
い
動
き
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

『
鷹
』
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

を
中
心
に
年
間
１
０
０
回
前
後
の
演
奏
活
動
を
続
け
、
そ

の
洗
練
さ
れ
た
サ
ウ
ン
ド
と
シ
ャ
ー
プ
な
動
き
は
多
く
の

フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
現
在
の
部
員

は
75
名
。
そ
の
う
ち
、
県
外
の
生
徒
41
名
も
在
籍
し
て
い

ま
す
。「
走
る
こ
と
」「
我
慢
す
る
こ
と
」「
夢
を
持
ち
続

け
る
こ
と
」
を
部
訓
に
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
さ
て
、
演
題
の
「
大
切
な
忘
れ
物
～
昭
和
時
代
の
独
り

言
～
」
と
い
う
中
で
、
や
は
り
幼
少
の
頃
か
ら
、「
ご
め

ん
な
さ
い
」「
あ
り
が
と
う
」
の
言
え
る
子
ど
も
を
育
て

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
長
い
間
じ
っ
と
立
っ
て
い
ら
れ
な
い

子
ど
も
が
多
い
の
で
教
育
し
て
ほ
し
い
。
と
の
願
望
で
す
。

昭
和
の
時
代
は
、
皆
き
ち
ん
と
出
来
て
い
た
こ
と
が
今
は

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
が
良
い
の
か
考
え
さ
せ
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
普
及
に
よ

り
、
き
れ
い
な
字
を
書
く
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
紙
に
戻
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
最
後
に
生
徒
は
、
音
楽
を
通

し
て
、
感
受
性
や
協
力
性
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
と
い

う
協
調
性
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
結
ば
れ
た
講
演
で
し
た
。

行
政
報
告
①

　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
長

石
田
　
善
顕 

氏

　「
幼
児
教
育
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
幼
児
の
減
少

の
進
行
状
況
、
特
別
支
援
生
徒
の
増
加
傾
向
、
幼
保
小
の

か
け
は
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
や
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育

の
質
の
向
上
、
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
報
告
で
し
た
。

行
政
報
告
②

　
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局
成
育
基
盤
企
画
課
長

横
田
　
　
愛 

氏

　「
保
育
政
策
な
ら
び
に
行
政
の
動
向
に
つ
い
て
」こ
ど
も

家
庭
庁
の
役
割
、少
子
化
対
策
、幼
児
期
ま
で
の
こ
ど
も
の

育
ち
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、こ
ど
も
未
来
戦
略
、待
機
児

童
、保
育
政
策
の
新
た
な
方
向
性
、保
育
人
材
の
確
保
、こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
意
義
、保
育
士
の
処
遇
改
善
、こ

ど
も
性
暴
力
防
止
法
等
、様
々
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

研
究
講
座
１
・
教
育

　「
創
り
出
そ
う
！
こ
ど
も
の
未
来
を
拓
く

良
質
な
乳
幼
児
期
の
教
育
を
」

　
一
部
は
上
垣
内
伸
子
氏
よ
る
基
調
講
演
、
二
部
は
上
垣

内
伸
子
氏
、
安
家
周
一
氏
、
丸
谷
雄
輔
氏
、
熊
谷
知
子
氏

に
よ
る
フ
ロ
ア
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

研
究
講
座
２
・
振
興

　
研
究
講
座
２
は
筆
者
が
参
加
し
た
報
告
に
な
り
ま
す
。

　
一
部
は
宮
下
友
美
惠
氏
と
石
田
明
義
氏
に
よ
る
、
公
開

保
育
を
活
用
し
た
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
シ
ス
テ
ム
と
い

う
こ
と
で
、「
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｑ
〇Ｒ
」
に
つ
い
て
の
対
談
で
し
た
。

　
二
部
は
報
告
及
び
説
明
「
教
育
の
定
義
」「
私
学
に
お

け
る
質
重
視
の
事
例
報
告
」「
評
価
の
方
式
」
等
に
つ
い

て
、
４
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
各
園
の
現
状
を
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ど
の
園
も
特
徴
が
あ
り
、
と
て
も
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

研
究
講
座
３
・
経
営

　「
あ
な
た
の
園
は
そ
の
時
ど
う
動
く
か

　
　
～
安
心
・
安
全
な
保
育
の
た
め
の
管
理
者
の
備
え
～
」

　
一
部
は
猪
熊
弘
子
氏
よ
る
基
調
講
演
、
二
部
は
脇
貴
志

氏
よ
る
講
義
で
し
た
。

研
究
講
座
４
・
認
定
こ
ど
も
園

　「
０
、
１
、
２
歳
児
の
保
育
・
教
育
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
～
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
育
ち
と
は
～
」

　
一
部
は
井
桁
容
子
氏
よ
る
基
調
講
演
、
二
部
は
井
桁
容

子
氏
、
鮎
川
剛
氏
、
濱
本
智
子
氏
、
湯
目
崇
史
氏
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　
来
年
度
の
開
催
は
、
佐
賀
県
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

観
光
明
媚
な
所
で
す
の
で
、
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
文
責
・
広
報
委
員
会
　
橘
川
好
一
）

第
40
回 

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
　
設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大
会

令
和
７
年
10
月
27
日
・
28
日
開
催

大
会
テ
ー
マ

こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
の
幼
児
教
育
の
充
実
・
発
展
を
考
え
合
う

～
社
会
状
況
の
変
化
を
乗
り
越
え
る
園
を
目
指
し
て
～
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施
設
型
給
付
園
委
員
会

１
０
２
条
園
委
員
会

委員会紹介
神奈川県私立幼稚園連合会

　会報 225号より、令和６年度からの新体

制下での４つの事業部（総務部・振興部・財

務部・研究研修部）のなかの６つの委員会の

活動を紹介しております。

　最終回の今回は『振興部　施設型給付園委員会』、『振興部　102条園委

員会』の２つの委員会の活動をご紹介します。

新
制
度
施
行
10
年
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に

変
化
を
恐
れ
な
い
園
づ
く
り

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
施
行
か
ら
10
年
─
制
度
の

成
熟
と
と
も
に
、
幼
稚
園
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
の
進
行
や
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
人
材
不
足
な

ど
、
制
度
開
始
当
初
と
は
異
な
る
課
題
が
次
々
と
現
場
に
押

し
寄
せ
、
よ
り
複
雑
で
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
、
私
た
ち
幼
稚
園
に
は
柔
軟
か
つ
的
確
な
対
応
が
常
に
求

め
ら
れ
て
お
り
、
制
度
の
中
で
の
幼
稚
園
が
果
た
す
べ
き
役

割
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
見
つ
め
直
す
必
要
が
出
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度
の
神
奈
川
県
私

立
幼
稚
園
連
合
会
の
組
織
改
編
に
伴
い
、
新
た
に
設
置
さ
れ

た
の
が
「
施
設
型
給
付
園
委
員
会
」

で
す
。
委
員
会
活
動
は
年
２
回
と
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
12
地
区
の

代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
直
面
す
る
課
題
や
取
り
組

み
を
共
有
し
合
う
こ
と
で
、
現
場
の

課
題
解
決
や
制
度
理
解
の
促
進
に
つ

な
が
る
き
っ
か
け
を
生
み
出
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
す
実
践
的
な
協
議
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
制
度
運
営
に
関
す
る
情
報
交
換
に
と
ど
ま
ら

ず
、
自
治
体
と
の
連
携
状
況
や
活
用
可
能
な
施
策
の
紹
介
、

現
場
で
の
工
夫
や
課
題
へ
の
対
応
事
例
な
ど
、
具
体
的
か
つ

実
践
的
な
内
容
を
共
有
し
な
が
ら
、
議
論
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
特
に
近
年
で
は
、
施
設
類
型
を
問
わ
ず
「
人
材

確
保
」
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

教
職
員
の
安
定
的
な
確
保
に
向
け
た
制
度
の
活
用

や
、
地
域
独
自
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
合
う
な
ど

し
て
、
現
場
に
即
し
た
対
応
策
を
模
索
す
る
場
と

し
て
の
役
割
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
議

論
は
、
単
な
る
情
報
交
換
に
と
ど
ま
ら
ず
、
園
運

営
に
役
立
つ
知
見
の
蓄
積
を
通
じ
て
、
地
域
の
幼

児
教
育
の
質
の
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
各
地
区
で
の
市
町
村
と
の
連
携
方
法

や
活
用
可
能
な
施
策
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
12
協
会
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
神
奈
川
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

全
加
盟
園
に
と
っ
て
、
質
の
高
い
教
育
・
保
育
環
境
の
構
築

に
向
け
た
提
案
を
行
え
る
委
員
会
と
し
て
着
実
に
歩
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
１
０
２
条
園
委
員
会
は
、
個
人
立
・
宗
教
法
人
立
幼
稚
園

と
し
て
の
特
色
や
課
題
を
共
有
し
、
互
い
に
学
び
合
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
組
織
で
す
。
社
会
や
制
度
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
私
た
ち
１
０
２
条
園
が
ど
の
よ
う
に
未
来
に
向
け

て
園
を
つ
な
い
で
い
く
か
。
そ
の
問
い
に
真
摯
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
年
に
一
度
の
研
修
会
を
通
し
て
情
報
交
換
等
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
12
月
に
研
修
会
を
行
う
こ
と
が

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
１
０
２
条
園
に
限
っ
た
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
近

年
は
園
児
数
の
減
少
、
保
護
者
の
働
き
方
の
多
様
化
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
の
波
…
な
ど
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
教
育
・
保
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
幼
稚
園
に
は
「
守
る
」
だ
け
で
な

く
「
変
わ
る
」
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
変
化
は
脅
威
で
は
な
く
、
む
し
ろ

「
成
長
・
進
化
へ
の
き
っ
か
け
」
と

捉
え
る
意
識
を
持
つ
べ
き
で
す
。
実

際
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
忙
し
い
現
場
に
一

時
的
な
負
担
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
慣
れ
、
管
理
の
効
率
化
や
情

報
発
信
の
質
の
向
上
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
「
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
良
く
活
用
で
き
る

か
」
と
い
う
前
向
き
な
発
想
も
生
ま
れ
、
こ
れ
は
現
場
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
変
化
に
は
「
手
放
す
勇
気
」
も
必
要
で
す
。
長

く
続
け
て
き
た
行
事
や
慣
習
を
見
直
す
の
は
決
し
て
容
易

で
は
な
く
、
相
応
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
ま
す
。
し
か

し
、
私
た
ち
が
本
来
目
指
す
べ
き
は
「
伝
統
を
守
る
こ

と
」
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
行
事
の
数
を
減

ら
し
た
こ
と
で
、
職
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確

保
で
き
、
保
育
の
質
が
向
上
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

大
き
な
前
進
で
す
。
大
切
な
の
は
、「
な
ぜ
変
え
る
の
か
」

を
共
有
し
、
目
的
を
見
失
わ
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

真
ん
中
に
置
く
と
い
う
軸
は
揺
ら
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え

で
、
社
会
の
変
化
を
恐
れ
ず
、
園
の
理
念
を
基
盤
に
新
た

な
挑
戦
を
重
ね
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
「
変
化
を
恐
れ
な
い

園
づ
く
り
」
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
幼
稚
園
経
営
に
求
め
ら

れ
る
姿
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

102条園委員会
委員長

内 田 和 代

施設型給付園委員会
委員長

中 尾 賢 治

常任理事会

研
究
研
修
部

私
学
助
成
園
委
員
会

認
定
こ
ど
も
園
委
員
会

施
設
型
給
付
園
委
員
会

１
０
２
条
園
委
員
会

財
務
部

振
興
部

理　事　会

総　　　会
顧問会　　長

副 会 長

常務理事

理　　事

顧問

監　事

事務局

協会長会

収
支
改
善
委
員
会

総
務
部

広
報
委
員
会

事業実施機関

神奈川県私立幼稚園連合会　組織図

堀
　
　
潤

特
定
非
営
利
活
動
法
人
８
ｂ
ｉ
ｔ
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
代
表
理
事

株
式
会
社
わ
た
し
を
こ
と
ば
に
す
る
研
究
所
代
表
取
締
役

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

講師

氏

2025年度 神奈川県私立幼稚園父母の会連合会　研修大会

配信期間　2025年12月４日（木）～2026年１月３日（土）

URL：https://www.shinshiyou.com/parents.html

ID：fubokai/PW：1127

※限定公開のため、ID/PWは園保護者様限りでお願いします。

2025年度父母の会連合会研修大会　アーカイブ配信

2025年11月27日（木）　神奈川県立音楽堂
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子
ど
も
た
ち
を
危
う
い
情
報
か
ら
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

危

情
報報

守

必

～
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を
親
子
で
語
る
た
め
に
～

子
ど
も
た
ち
を
危
う
い
情
報
か
ら
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

～
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を
親
子
で
語
る
た
め
に
～

　
紅
葉
の
美
し
い
季
節
に
、
今
年
度

も
県
立
音
楽
堂
に
て
対
面
と
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信

で
の
研
修
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
県
内
全
域
か
ら
大
変
多
く
の

皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
は
じ

め
に
父
母
の
会
連
合
会
副
会
長
・
葛
西
桃
子
に
よ
る
開
会

の
言
葉
、
続
い
て
父
母
の
会
連
合
会
・
田
中
千
鶴
会
長
、

神
奈
川
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
・
木
元
茂
会
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
来
賓
の
方
々
を
代
表
し
て
神
奈
川
県
副
知
事
・

橋
本
和
也
様
、
神
奈
川
県
議
会
副
議
長
・
谷
口
か
ず
ふ
み

様
、
神
奈
川
県
私
立
学
校
審
議
会
会
長
・
松
田
良
昭

様
の
３
名
よ
り
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

た
ち
保
護
者
が
日
々
の
子
育
て
を
す
る
う
え
で
、
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
方
々
の
支
え
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
か

を
改
め
て
感
じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
、

『
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
明
る
い
未
来
を

願
う
』
宣
言
を
も
っ
て
開
会
式
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
キ
ャ
ス
タ
ー

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
さ
れ
て
い
る
堀
潤
さ
ん

を
講
師
に
お
招
き
し
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
々
、
私
た
ち
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ

レ
ビ
を
通
し
て
膨
大
な
情
報
に
触
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
便
利
さ
の
裏
に
潜
む
危
険
や
、

情
報
の
受
け
取
り
方
の
大
切
さ
を
、
具
体
的

な
例
を
交
え
て
丁
寧
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
私
た
ち
が
ど

の
よ
う
に
情
報
と
向
き
合
う
べ
き
か
に
つ
い
て
、
多
く
の

学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
心
に
残
っ
た
の

は
、「
ニ
ュ
ー
ス
と
は
、
そ
も
そ
も
〝
メ
デ
ィ
ア
が
選
ん

だ
も
の
だ
け
〟
が
流
れ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
私

た
ち
は
ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
社
会
全
体
を
見
て
い
る
よ
う

な
感
覚
に
な
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
膨
大
な
出
来
事
の
中

か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
が
選
び
出
し
た
一
部
だ
け
が
私
た
ち
の

前
に
現
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
前
提
を
忘
れ
て

し
ま
う
と
、
世
界
を
偏
っ
た
視
点
で
捉
え
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
堀
さ
ん
は
「
主
語
が
大
き
い
情
報
ほ
ど
不
正
確

に
な
り
や
す
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
最
近
の

子
ど
も
は
～
」「
日
本
人
は

～
」
と
い
う
大
き
な
主
語
の

言
い
切
り
は
、
実
際
に
は
ご

く
一
部
の
例
を
拡
大
し
て
語

っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
私

た
ち
自
身
も
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
、
そ
の
言
葉
に
引

き
ず
ら
れ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
そ
う
し
た
〝
大
き
な
主

語
の
情
報
〟
に
触
れ
た
と
き

こ
そ
、「
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
？
」
と
一
度
立
ち
止
ま

り
、
冷
静
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
お
話
が
印
象

的
で
し
た
。

　
時
代
が
大
き
く
変
化
し
、
不
安
や
混
乱
も
多
い
今
だ
か

ら
こ
そ
、
情
報
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
て
「
自
分
を
委

ね
て
し
ま
う
」
こ
と
の
危
う
さ
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

情
報
の
真
偽
が
曖
昧
な
ま
ま
広
が
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
性
を
踏

ま
え
る
と
、
私
た
ち
自
身
の
「
考
え
る
力
」
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
何
か
を
見

聞
き
し
た
と
き
、
す
ぐ
に
反
応
す
る
の
で
は
な
く
、

「
こ
れ
は
事
実
な
の
か
」「
こ
の
意
見
は
誰
の
視
点

な
の
か
」
と
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
姿
勢
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
そ
ん
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
偏
り
が
ち

な
今
こ
そ
、「
現
実
世
界
の
隣
の
人
と
よ
く
話
す

こ
と
が
大
切
」
だ
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
画
面
の

中
の
第
三
者
の
言
葉
よ
り
も
、
目
の
前
の
人
が
語

る
体
験
や
地
域
の
出
来
事
こ
そ
が
、
確
か
な
情
報

と
し
て
大
切
で
す
。
大
き
な
規
模
の
話
だ
け
で
は

な
く
、
子
育
て
中
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
周
囲

の
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
日
常
の
中
で
対
話
を

重
ね
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
見
え
て
く

る
現
実
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
〝
リ
ア
ル
を
見
て
知
る

力
〟
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
画
面
越
し
の
刺
激
的
な

情
報
よ
り
も
、
友
達
と
の
関
わ
り
、
先
生
と
の
や

り
と
り
、
地
域
で
の
体
験
な
ど
、
実
際
に
身
体
で

感
じ
る
経
験
こ
そ
が
子
ど
も
の
価
値
観
を
育
て
ま

す
。
大
人
が
、
情
報
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
に
考
え
る
姿
勢
を

示
す
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
も
自
然
と
「
な
ぜ
？
」
を
大

切
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
を
通
し
て
、
私
自
身
、
日
々
の
情
報
と
の

向
き
合
い
方
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
も
「
こ
れ
は
選
ば
れ
た

情
報
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
を
忘
れ
ず
、
情
報
に
身
を
委

ね
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
家

庭
で
も
地
域
で
も
、
人
と
直
接
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
〝
本
物
を
見
る
目
〟
を
育
て
て
い
き
た
い

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
今
回
、
貴
重
な
お
話
を
拝
聴
で
き

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
時
間
に
役
立
て
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

（
文
責
・
神
奈
川
県
私
立
幼
稚
園

父
母
の
会
連
合
会
副
会
長
　
葛
西
桃
子
）
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神奈川県私立幼稚園連合会 2025年12月号神奈川県私立幼稚園連合会

SHIN-SHI-YOU

会 報

加盟園の皆様からのご紹介をお待ちしています。

ぜひ県連事務局へご連絡下さい。

賛助会員を広く募集しています

Pride of KANAGAWAPride of KANAGAWA

令和７年11月12日に、神奈川県庁本庁舎「正庁」におい

て令和７年度神奈川県私立学校教育功労者表彰の表彰式

が行われました。心よりお祝い申し上げます。

永年に亘り教育に尽力されたご功

績により秋の叙勲において瑞宝小

綬章の栄誉に浴されました。

心よりお祝い申し上げます。

池 田 　 清 先生

学校法人池田学園 理事長
ふじがおか第二幼稚園 園長

ふじがおか幼稚園 設置者・園長

黛 　 裕 治 先生

学校法人黛学園 理事長

清心幼稚園 園長

解説　　神奈川県私立学校教育功労者表彰とは
私立学校教育の振興を図るため、知事所轄の私立学校の教職員、校長、園長、理事

長及び設置者として、他の模範となる特に顕著な功績をあげた方に贈られます。

解説
　　瑞宝小綬章とは
日本の勲章制度の一つで、国や地

方公共団体の公務などで長年にわ

たり功績を挙げた人に贈られます。

新規賛助会員NEW

〒210-0005 神奈川県川崎市川崎区東田町1番地2 いちご川崎ビル6Ｆ　Tel.044-230-0101

株式会社プレジャー
取扱：幼稚園改修事業（床・園庭・トイレ・厨房等）

株式会社アルプスビジネスクリエーション

お客様の期待を上回る

価値を提供します。

外壁防水

扉などの修理

電気・エアコン修理

事業内容

〒223-0057 横浜市港北区新羽町1767

TEL 045-543-4796

建物のお困りごとを解決します。ご相談下さい！

協　　会　　名

公益社団法人横浜市幼稚園協会

公益社団法人川崎市幼稚園協会

横須賀市私立幼稚園・認定こども園協会

特定非営利活動法人藤沢市私立幼稚園協会

鎌倉私立幼稚園協会

茅ヶ崎市私立幼稚園協会

湘央地区私立幼稚園協会

小田原私立幼稚園協会

相和私立幼稚園協会

一般社団法人相模原市幼稚園・認定こども園協会

逗葉私立幼稚園協会

厚木地区私立幼稚園協会

計
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1,949

2,146

4,829

1,047

3,611

5,928

495

2,234

70,484

前年度園児数

32,707

12,354

3,093

4,388

2,074

2,302

5,114

1,148

3,812

6,227

523

2,387

76,129

前年度比

2,554

1,131

330

282

125

156

285
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299

28

153

5,645
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令和７年度 神奈川県連合会加盟園数・園児数

県連設立　1948年（昭和23年)

　今年度は講師に当連合会の法律相談　顧問弁護士・西村将樹氏をお

迎えし、『共同親権について（仮）』。また東京大学大学院教育学研究科

附属発達保育実践政策学センター（CEDEP）特任教授・野澤祥子先生よ

り、『長時間保育と問題行動（仮）』について大事なお話を伺う予定です。

研修会後は意見交換会も予定しております。

　皆様のご参加をお待ちしております！

日　　時　令和８年１月31日（土）　13：30～17：00予定
★17：30～同会場で意見交換会を予定しています。

会　　場　ロイヤルホールヨコハマ
対　　象　加盟園 設置者・園長ならびに後継者、またはこれに準ずる者
募集人数　100名　　
参 加 費　１名　10，000円 （資料代、意見交換会参加費を含む）

　　　詳細・お申込みは『ゆたかなまナビ』からお願いします。

主　催／一般財団法人神奈川県私立学校教育振興会
実　施／公益社団法人神奈川県私立幼稚園連合会　

令和７年度 幼稚園教育経営研修会のご案内

〒220-0012

横浜市西区みなとみらい4丁目4番2号

横浜ブルーアベニュー２階

TEL.045-671-9654

法律相談 R&G横浜法律事務所

民法の改正

　婚姻中の父母に認められている共同親権を離婚後も可能にする民法

改正が来年４月１日に施行されることが閣議決定されました。施行後

は離婚時に協議して単独または共同親権とするかを決めることになり、

協議が成立しなければ家庭裁判所が子の利益の観点から判断します。

施行日前に離婚した場合でも親権者の変更を申し立て、裁判所の判断

時期が施行日以降であれば単独から共同親権への変更も可能となりま

す。また、離婚した際に取り決めがなくても子を養育する親が相手に

暫定的な養育費を請求できる法定養育費制度も新設され、法務省はそ

の額について子1人あたり月２万円とする案を示しており、この制度

も来年４月１日から始まります。

県連窓口担当

西 村 将 樹 弁護士

和 田 嘉 明 先生

学校法人和田学園
柏幼稚園 理事長

電話・ホームページから事務局へ

申し込みください。

TEL.045-440-3210
http://www.shinshiyou.com

相談の申し込み

教育相談員

鈴 木 敦 子 先生
（臨床発達心理士）

教育相談 相談の申し込み

　天井からカーテンが下がり、タッセルでひとまとめにしてあればぶ

ら下がりたくなります。でも大目に見られるのは年少さんくらいでし

ょうか。今小学校での着替えは男女別室です。それがかなわない場合

は教室の真ん中にカーテンを引くようになっています。そのカーテン

が魅力的で小学校2年生の女子がぶら下がっていました。天井の金具

が数個取れています。当然注意されますが、止まりません。担任教諭

は次の手として席替えをしました。仲よしがカーテン近くの席なので

吸い寄せられ、近づけばついぶら下がりたくなります。自力で行動コ

ントロールが難しい子どもには本児を厳しく叱責せず、誘引となって

いる友達の席を移動させる、このような環境設定が非常に重要です。

カーテンにぶら下がる

－言い聞かせない支援方法－

令和７年度 神奈川県私立学校教育功労者表彰

瑞宝小綬章

工 藤 誠一 先生

学校法人 聖マリア学園 理事長

聖光学院中学校高等学校 校長

さゆり幼稚園 園長

I N D E X

2 / 3

4 / 5

6

7

8

第39回 全日本私立幼稚園連合会 関東地区代表者協議会神奈川大会

第38回 全日本私立幼稚園連合会　関東地区教員研修茨城大会

第40回 全日本私立幼稚園連合会　設置者・園長全国研修大会

2025年度 神奈川県私立幼稚園父母の会連合会 研修大会

研究研修部　活動報告　２年間のまとめ
研究特別Ａ部会／研究特別Ｂ部会

Pride of KANAGAWA

法律相談／教育相談／新規賛助会員紹介

委員会紹介
施設型給付園委員会／102条園委員会

『持続可能な経営を目指し～幼稚園だからこその強みを活かして～』

　　　講師 堀 　潤 氏

子どもたちを危うい情報から守るために必要なこと
～ネットリテラシーを親子で語るために～


